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▲ロイヤルアルバー ト鉄道橋 (著者撮影 )

Ｇ
７
の
開
催
地
コ
ー
ン
ウ
オ
ー
ル
余
話

，Ｆ

Ｄ

″
■
工

一璧
耐
「
Ｄ
・「
】Ｄ
　

持
さ
れ
て
い
て
、
人
工
環
境
で
の
動
植

ン
ト
リ
ー

（国
）
と
は
別
の
地
域
だ
と

鉄
道
旅
行
が
大
人
気
と
な
り
、
路
線
は

Ｆ

錬

肌

脚

『
経

鰍

物
弔

電

和
魃

一鍔

鼈

い

れ
メ

醜

讚

％

灯

魂

珂

加

柩́

・ 。『”
輩

【
「

２
０
２
１
年
６
月
１１
日
か
ら
開
か
れ

場
、
観
光
な
ど
、
複
合
エ
コ
観
光
施
設

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
最
南
西
部
に
位
置

エ
ク
ス
プ
レ
ス
″
と
愛
称
さ
れ
た
。
毎

た
Ｇ
７
は
、
英
国

コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル

と
な

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
プ
リ
マ
ス
を
流
れ
る
川
幅
３
０
０

日
、
午
前
５
時
３０
分
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
か

（Ｏ
ｏ
ヨ
ヨ
”
〓
）
の
、
美
し
い
砂
丘
海

　

こ
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
、
か
つ
て
は
、
研
を
超
え
る
テ
イ
マ
ー
川
の
川
向
う
に

ら
ペ
ン
ザ
ン
ス
行
き
の
新
聞
急
行
が
走

岸
の
保
養
地
カ
ー
ビ
ス

・
ベ
イ
と
セ
ン

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
エ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ

あ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
は
、
そ
れ
ほ
ど

る
よ
う
に
な
り

（小
池
滋
氏

『英
国
鉄

卜

・
ア
イ
ヴ
ス
が
開
催
地
と
な

っ
た
。
ト
ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
４
カ

の
辺
境
の
地
で
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
道
物
語
』
）
、
「
辺
境
の
地
」
の
汚
名
は

Ｇ
７
参
加
代
表
者
た
ち
は
、
ト
レ
ジ

ェ

返
上
さ
れ
た
。

窯
緊
蜃仄
・螂
コ

会
議
の
前
、
セ
ン
ト
・ア
イ
ヴ
ス
の
手

前
の
セ
ン
ト
・オ
ー
ス
テ
ル
に
あ
る
「
エ

デ
ン
・プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・ド
ー
ム
」
の
前

で
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
と
Ｇ
７
参
加
代

表
者
が
集
ま
り
記
念
撮
影
を
し
た
。
「バ

イ
オ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
、
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
の
縫
い
目
の
様
な
六
角
形
と
五

角
形
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
壁
枠
で
構
成
さ

れ
た
巨
大
な
ド
ー
ム
は
、
陶
土
を
採
掘

し
た
跡
地
の
広
い
窪
地
を
甦
生
さ
せ
る

た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
。

ド
ー
ム
の
中
で
は
、
熱
帯
雨
林
や
サ

バ
ン
ナ
な
ど
の
植
物
群
が
人
工
的
に
維

コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
ヘ
の
交
通
不
便
を

解
決
し
た
の
は
、
１９
世
紀
英
国
の
偉
大

な
エ
ン
ジ
エ
ア
、
イ
ザ
ム
バ
ー
ド

。
キ

ン
グ
で
ム

・
ブ
ル
ネ
ル

（【∽
”
ヨ
σ
”
ａ

バ
一
●
∞
Ｑ
Ｏ
ヨ

ω
ヽ
Ｃ
コ
①
一、
　
１

８

０

６

～

５

９
）

で
あ

る
。

彼

は
、

テ

イ

マ
ー
川
に
メ
ガ

ネ
形
の
２
連
の

高

架

鉄

橋

を

架

け

る

こ

と

ヽ
ク
バ

ゝ

蒸
気
鉄
道
を
引
く
こ
と
が
で
き
た

（１

８
６
７
年
）
。
超
広
軌
を
採
用
し
た
こ

の
鉄
道
の
開
通
で
、
ロ
ン
ド
ン
・パ
デ
ィ

ン
ト
ン
駅
か
ら
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
ヘ
の

▲
エ
デ
ン

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
バ
イ

オ
ー
ム
外
観

動
機
づ
け
と
な
っ
た
鋼
や
錫
な
ど
の
産

出
地
で
、
鉱
山
で
の
排
水

（揚
水
）
ポ

ン
プ
の
動
力
源
用
蒸
気
機
関
の
発
祥
の

地
で
も
あ
る
。
筆
者
は
、
も
う
２１
年
も

前
の
こ
と
だ
が
、
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空

港
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
ボ
ー

ン
マ
ス

（ω
ｏ
ｃ
８
①
ヨ
ｏ
ｃ
夢
）
の

大
学
で
の
学
会
に
参
加
し
た
後
、

７
日
間
か
け
て
ラ
ン
ズ
エ
ン
ド
ま

で
駆
け
巡

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

ま

ず

古

都

エ

ク

ス

タ

ー

（口
Ｘ
の
一の
「
）
に
移
動
し
、
ペ
イ

ン

ト

ン
（Ｐ

置
ユ
８

）
、
イ

ー
ト

マ

ス
０

”
〓
ヨ
８

，
）
、
プ

リ

マ

ス

（コ
く
８
ｏ
ｃ
手
）
と
海
岸
を
左
回
り

に
訪
ね
、
ブ
ル
ネ
ル
の
大
気
圧
鉄

道
の
路
線
跡
や
パ
ブ
、
ニ
ュ
ー
コ
メ
ン

の
蒸
気
機
関
、
さ
ら
に
帆
船
な
ど
の
見

１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（金
属
疲
労
専
攻
）
。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「鐵
の
道
」
の
製
造

・
販
売
を

企
画
、
す
で
に
１０
件
を
超
え
る

銘
柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。　
一

般
社
団
法
人

「洸
楓
座
」
代
表
。

「全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会

議
」
理
事

ｈ
＝
“
・一

菫
■
一
――――――
‐‐
１１
二

佐
藤
建
吉

　
「洸
楓
座
」
代
表

ど
こ
ろ
を
見
物
。
テ
イ
マ
ー
川
を
越
え

て
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
、
ペ
ン
ザ
ン
ス
、
ラ

ン
ズ
エ
ン
ド
ヘ
。
ラ
ン
ズ
エ
ン
ド
は
文

字
通
リ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
＆
コ
ー
ン
ウ
ォ

ー
ル
の
端
で
あ
る
。
そ
の
末
端
の
崖
下

に
あ
る
石
造
り
の
野
外
劇
場
ミ
ナ

ッ

ク
０
シ
ア
タ
ー

（〓
す
●
０
澪
日
，
８
■
の
）

で
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
テ
ン
ペ
ス

ト
』
が
よ
く
上
演
さ
れ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
最
南
西
端
に
臥
龍

の
よ
う
に
横
た
わ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル

は
、
そ
の
地
形
の
よ
う
に
潜
在
力
を
潜

め
て
い
る
。
こ
こ
で
Ｇ
７
が
行
わ
れ
た

で
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル

　

今
回
の
Ｇ
７
で
は
、
代
表
者
た
ち
が

こ
と
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
時
代
の

の
端
部
の
ラ
ン
ズ
エ
ン
ド

（ｒ
∞
●
Ｑ
´
∽
ラ
ン
ズ
エ
ン
ド
を
訪
ね
た
と
の
情
報
は

世
界
に
向
け
た
意
義
を
見
出
す
こ
と
が

国
●
Ｑ
）
の
入
り
ロ
ペ
ン
ザ
ン
ス
ま
で
、
な
い
が
、
そ
こ
は
英
国
の
産
業
革
命
の

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
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